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[1]

f(x) =
1

1 + x2
, x ∈ R

としたとき，(f ∗ f)(x)を求めよ．

[2] [−π, π]上の関数 f(x)を次のように定める．この時次の問いに答えよ．

f(x) =




1, 0 < x < πの時，

−1, −π < x < 0の時，
0, x = 0,±πの時．

(1) f(x)を Fourier級数に展開せよ．
(2) (1)の級数は，f(x)に各点収束しているか．簡単な理由をつけて答えよ．
(3) (1)の級数は，f(x)に L2-収束しているか．簡単な理由をつけて答えよ．
(4) (1)の級数は，f(x)に一様絶対収束しているか．簡単な理由をつけて答えよ．

[3]
∞∑

n=1

1
n4
を求めよ．(授業でやったのとは異なる方法でもかまわないが，きちんと根拠

を示すこと．)


